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　大阪癌研究会は、その前身である「大阪癌治療研究会」が 1935（昭和 10）年に創設されて以来、
2015（平成 27）年をもって創立８０周年を迎えました。前身となった大阪癌治療研究会は、当時
の大阪帝国大学総長楠本長三郎博士が中心となって創設されたものですが、創設時の設立目的であ
る癌の撲滅を目指すため、創設以来今日まで癌に関する研究助成などの事業活動を展開して参りま
した。
　しかしながら、近年の長引く経済不況などの影響により本財団の財政基盤が脆弱化し、安定した
事業展開が困難な状況となってきましたため、将来にわたる事業展開につき検討を余儀なくされる
ことになりました。
　これまでに実施して参りました癌の撲滅に向けた事業の重要性に鑑み、本財団の事業を継続すべ
く熟慮を重ねた結果、同様の事業を行っている公益財団法人小林がん学術振興会と吸収合併を行う
ことになり、本財団は 2015（平成 27）年４月 1 日をもって閉鎖することになりました。本財団
は閉鎖となりますが、本財団の実施してきた事業は小林がん学術振興会に引き継がれ、癌の撲滅を
目指す活動は今後ともたゆみなく行われていくことになっております。
　ここに、８０年の長きにわたり、本財団に対する深いご理解とご支援をいただいた企業や市民の
皆様をはじめとする関係各位に心より感謝を申し上げる次第でございます。誠に有り難うございま
した。
　本会の創設を担った先覚を始めとする多くの関係者の献身的な努力により、今日まで公益に資す
る事業活動を実施することができましたことは本財団の誇りであり、いささかなりとも社会に貢献
できたのではないかと自負しております。
　このたび、本財団が取り組んで参りました事業とその歴史を振り返るとともに、癌に関する研究・
治療の変遷と今後の展望などについて取り纏め、『大阪癌研究会のあゆみ』と題した特別号を刊行
いたしました。多くの方々にご高覧いただき、参考に供していただければ幸いです。
　高齢化社会を迎え癌死亡率は増加し続けており、癌の制圧には未だ大きな課題がありますが、今
後、研究者を始めとする関係者の努力と叡智の結集により、癌征圧に向けた研究・治療の飛躍的な
展開が図られることを期待し、人類の悲願である癌の撲滅が実現することを切に願っています。
＊公益財団法人大阪癌研究会理事長、大阪大学名誉教授
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